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1
1
月
固
定
資
産
税
四
期

保町

　県
険

　民

税税

期期

一億
一

　
y
L
”
た
ば
こ
の
収
納
は
、

お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
二
日
か
ら

始
ま
っ
て
い
ま
す
が
’

分

が
九

月
1
1
－
U
か
ら
十
月
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

千
万
円
を
目
標
に

　

豊
作
の
葉
た
ば
こ
収
納
は
じ
ま
る
1
1

　
　

前
け
で
　
　
1
1
ま
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
か
、
同

　
　
　
　
　
　
　

町

の

に
臭
三
之
助
さ
ん
は
、
キ
ロ

　

川

パ

町

の

　

当
り
四
九
一
円
、
　
一
〇
ア
ー
ル
当

　
　
　
　
　
　
　

り
三
κ
○
“
，
　
u
’
　
1
じ
1
・
　
n
r
．

じ
て
お
く
と
便
刊
で
す

○
円
φ
、
い
ま
ま
で
の
新
記
促
、
を

川
し
ま
し
た
c
本
川
で
の
ば
硝
で

さ
ら
に
こ
の
記
球
が
引
．
新
さ
れ
る

よ
う
に
川
待
し
た
い
も
の
千
寸
。

　
こ

と
し
ハ
、
聴
た
ば
こ
1
／
非
㌢
い
己

瞥
川
で
、
専
陥
パ
社
川
仁
ー
－
川
張
川

’ド
、
は
貯
川
年
一
乃
川
口
‥
ハ
八
い
ハ
十
ア
川

（
二
川‥

＝
∵
：

ハ
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
　
∩
午
一

o

品

に

対
し
、
こ
と
し
は
二
億
六
千

万
川
‥
（
二
四
四
二
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
の
実
品
と
目
標
は
、
次
の

と
●
り
．
P
－
丁
。

　
　
　
　
l
　
　
i

三

L
年

向川

枯
　
一
〇
九
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

キ

ロ

当
　
四
二
七
円

　
町
制
↓
二
十
周
佑
・
の
記
三
心
行
事
は

前
け
・
で
十
七
、
卜
八
、
両
日
の
予

定
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
都

行
で
十
八
、
十
九
両
日
に
行
な
わ

れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
行
事
の
お
も
な
も
の
は
、
次
の

と
お
り
で
す
が
、
み
ん
な
こ
ぞ
っ

て
参

加

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
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‘
i
：
：
－
’
l
g
隊
は
各
小
学
校
で
演
奏
会

　
を
行
な
う
。

◎
祝

賀
式
（
二
二
時
三
〇
分
～
三

時
大
小
講
堂
）

　
自
治
功
労
者
、
ほ
か
の
表
彰
継

　
続

十
年
以

上
町
税
完
納
部
落
の

　
表
彰
な
ど

◎
祝
賀
会
（
一
充
時
～
一
七
時
大

p
p
た
し
ま
す
。

＋
七
日

◎
慰
霊
祭
（
九
時
～

　
十
時
高
校
講
堂
）

　
町
制
施
行
か
ら
、

現
在
ま
で
の
議
員

委
員
、
職
員
な
ど

　
で
死

亡
し
た
人
の

　
慰
霊
祭

い
旗
行
列
と
自
動
車

　
バ
レ
ー
ド
（
十
時

　
～
一
四
時
）

　
各
小
（
三
年
以
上
）

　
中
学
校
生
の
旗
行

　
列
と
’
商
L
会
員

　
に
よ
る
川
動
屯
六

　
レ
ー
ド
、
北
一
．
1
‖

　
　
　
　
　
　
E
L
．
r
－
　
L
”
・

　
に
は
各
学
校
の
ブ

　
一
フ
ス
。
ハ
ソ
ド
、
　
パ

　
レ
ー
ド
に
は
県
警

　
察
本
部
の
立
1
1
楽
隊

が

つ
き
’
県
僻
察

t

キ而三代量一総最耕
ロ積八金目○代目作
当＿年　　ア金　者

四；
五丁
〇八
円九
　ヘ
　ク
　タ
　　　　　L

　ノレ

七一1　　－一
五　『ヒ　ノレ　ノty　戊L　p．g

’

六当’三〇
ニキり二’四
〇　　P　　　　　　フt〈　匹1　人⊆

○　　互三
円　　万二
　　　iリキ
　　　　　ロ

　
小

講
常
）

　
協
賛
全
紺
織
で
実
川
（
左
部
さ

　
れ
た

人
、
来
賓
と
し
て
案
内
さ

　

れ
た
人

以

外
は
協
賛
会
員
と
し

　

て

参
加
）

　
　
会

費
は
二
五
〇
円
、
部
落
長

　
を

通
じ
、
ま
た
は
直
接
申
し
込

　
ん
で

も
よ
い
。
申
し
込
み
し
め

　

切
は
十
月
十
二
日
、
税
務
課
へ

十
八
日

◎
町
民
大
運
動
会
（
九
時
～
一
六

　
時
、
大
小
校
庭
）

◎
花
火
大
会
（
一
九
時
三
〇
分
～

　

二

一
時
三
〇
分
、
高
校
グ
ラ
ソ

　
ド
附
近
）

※
展
示
会
（
1
7
日
1
8
日
、
大
小
）

　
　
農
機

具
、
そ
の
他
堤
業
関
係

　
観
光
、
商
工
業
、
社
会
福
祉
関

　

係
の
資
料
を
展
示
ア
マ
チ
ュ
ァ

　
写
真
の
展
示
、
町
の
景
勝
地
、

　
そ

の
他

の
写

真
を
募
集
、
展
示

　
す

る
。
審
査
は
行
な
わ
ず
、
出

　
品
者

に
は
記
念
品
を
差
し
あ
げ

　

ま
す
。
出
品
申
し
込
み
は
十
月

　
十
六

日
ま
で
、
総
務
課
文
書
広

　
報
係
へ

※
そ

の
他

　
広
報
紙
記
念
特
集
号
発
行

　
　
＋

r
二
十
日
ま
で
に
全
世
帯

　
に
配
付

　
町
勢
要
覧
記
念
号
発
行

　
　
来
年
三
月
ご
ろ
発
行
の
予
定

◎
協
賛
会
の
巾
し
込
み
、
写
真
の

　
出
品
な
ど
は
、
準
備
の
都
合
も

　
あ
り
ま
す
か
ら
、
期
日
を
固
く

　
お
守
り
下
さ
い
。
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騰一

月e1

　
陰
暦
の
十
月
の
こ
と
を
神
無
月

（
か
ん
な
づ
き
）
と
い
う
。
奥
儀
妙

に

「
天
下

も
ろ
も
ろ
の
神
出
雲
の

国
に
行
き
て
、
異
国
に
神
無
き
が

き
え
に
、
か
み
な
し
月
と
い
う
」

と
あ
る
。

　
万
菓
集
に
は
「
味
飯
（
う
ま
い
）

を
水
（
酉
9
N
）
に
醸
成
（
か
み
な
し
）

…
，
．
」
と
あ
る
の
で
、
醸
成
月
の

意
味

と
も
受
け
取
れ
る
。
ま
た
’

江
戸
時
代
の
園
学
者
の
加
茂
真
淵

は

「
こ
の
月
は
雷
が
す
っ
か
り
お

さ
ま
っ
て
い
る
月
だ
か
ら
雷
無
月

で
あ

る
」
と
い
う
説
を
と
な
え
て

い

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
陽
歴
の

十
1
月
ご
ろ
の
こ
と
に
あ
た
る
。

　
英

語
で
は
オ

ク
ト
ー
バ
ー
と
い

う
が
ロ
ー
マ
の
古
い
暦
の
八
月
に

当
た
る
の
で
、
オ
ク
ト
（
八
）
か
ら

起

こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
音
楽
用

語
で
オ

ク
タ
ア
ー
プ
と
い
え
ば
音

階

の
第
八
音
、
ま
た
、
詩
の
上
で

最
初

の
八
行
を

よ
ぶ
の
に
使
わ
れ

て

い
る
。

露
霜
や
ど
ん
ぐ
り
走
り
箒
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　

貫
水

草

の
根
に
か
く
れ
し
鮒
や
落
と
し

水　
　
　
　
　
　
　
　
　

暁
　
夢



（2）

作
品
展
や
音
楽
会

　
　
　
三

十

周
年
教
育
記
念
行
事

　
　
　

こ
と
し
は
町
制
実
施
三
十
周
年

　
　

の
輝
や
か
し
い
歴
史
性
に
根
ざ
し

　
一
て
、
よ
ろ
こ
び
に
満
ち
て
出
発
さ

号
れ
た
学
年
度
で
あ
9
ま
し
た
。
四

5
月
早
々
の
板
長
会
や
教
頭
会
で
こ

ー
　
の
趣
旨
を
十
分
に
理
解
い
た
だ
き

－
　
各
学
校
の
教
育
現
場
で
そ
れ
が
具

胱果
　
現

さ
れ
る
こ
と
を
約
束
致
し
ま
し

報

た
。

　
　
1
1
H
（
七
O
名
の
児
童
生
徒
も
ま
た

広　
　

そ
れ
ぞ
れ
自
已
の
責
任
て
三
十
周

町
　
年
に
ふ
さ
わ
し
い
充
実
向
上
を
目

占
指
し
て
、
学
校
生
活
を
続
け
て
お

　
　

り
ま
す
e

根　
　
　

十
月
十
八
、
九
日
の
町
行
事
で

大
　
旗
行
例
や
町
民
逗
動
会
に
参
加
し

　
　

ま
す
が
、
や
が
て
本
町
を
背
負
っ

　
　

て
立

つ
子

ら
に
、
よ
い
思
い
出
と

　
　

な
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
。
教
育
委

　
　

員
会
と
し
て
も
慶
祝
教
育
行
事
を

　
　
次
の
よ
う
に
計
画
実
施
の
予
定
で

　
　

あ
り
ま
す
の
で
’
町
民
み
な
さ
ま

　
　

が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
十
分
激
励

　
　

v
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

　
　
　
第
六
口
定
例
町
議
会
は
、
九
月

　

二
二
十
日
、
十
月
五
日
本
会
議
が
開

　

か
れ

ま
し
た
が
’
そ
の
あ
ら
ま
し

　

　は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

㎜◎
町
税
条
例
、
国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
条
例
、
町
有
営
造
物
使
用
料
徴

　
　
収
条
例

の
、
そ
れ
ぞ
れ
I
部
改
正

　
　
を
原

案

ど
お
り
可
決

　
　
※
町
税
条
例
の
改
正
は
、
た
ば
こ

　
　
　

消
費
税
二
二
％
が
＝
二
．
四

　
　
　
％

に
）
甫
　
兵
ガ
ス
税
（
九
％
が

　
　
　
八
％

に
）
の
税
率
改
正
と
、
小

　
　
　

刑
’
特
殊
自
動
申
の
届
出
が
簡
単

　
　
　
に
な
っ
た
こ
と
（
お
知
ら
せ
板

　
　
　
に
掲
載
）
な
ど
が
お
も
な
も
の

　
　
　
で
す
。

　
一
◎
町
有
林
の
立
木
処
分
（
主
と
し

す
。※
十
1
月
三
日
の
文
化
の
日
を
中

心

に
一
日
か
ら
十
日
ま
で
を
慶
祝

教
育
行
事
句
間
と
し
ま
す
。

一
’

第

二
回
図

画
習
字
作
文
展

　

1
各
学
級
か
ら
二
点
あ
て

　

2
特
選
五
四
入
選
二
〇
七
佳

　
　
作
二
四
三
計
五
〇
四
点

　

3
審
査
長

　
　
図
画
　
花
田

県
指
導
主
事

　
　

習
字
川
上
鹿
大
助
教
授

　
　
作
文
　
橋
口
串
良
小
学
校
鍾

二
、
理
科
作
品
展

　

1
各
学
年
か
ら
二
点
あ
て

　

2
特
i
二
一
入
選
二
七
外
作
作

　

3
審
査
長
津
崎
県
研
究
所
主
事

111r
文
化
祭
作
品
授
賞
式

　

1
期
日
十
一
月
三
日
文
化
の
日

　

2
大
小
講
堂
に
作
品
展
示

　

3
図
画
習
字
作
文
理
科
の
特

　
　
選
児
童
生
徒
を
中
心
に

四
、
町
教
育
研
究
大
会

　

1
期
日
　
十
一
月
四
日

　

2
大
小
大
中
授
業
参
観

　
て

支
障
木
、
枯
木
）
を
原
案
ど

　
お

り
可
決

◎
監
査
委
員
禰
占
十
熊
氏
の
任
期

　
満
了
に
よ
り
、
同
氏
を
再
任
す

　

る
こ
と
に
同
意

◎
教

育
委
員
会
委
員
久
米
美
祐
氏

　

の
任
期
満
了
に
よ
り
、
同
氏
を

　
再
任
す
る
こ
と
に
同
意

◎
固
定
資
産
評
価
牢
査
委
1
／
、
六
委

　

H
’
桑
原
虎
次
郎
氏
の
死
亡
に
よ

　

り
、
垣
内
秀
雄
氏
を
補
欠
選
任

　
す

る
こ
と
に
同
意

◎
第

二

回
一
般
会
計
追
加
史
正
r

　
算
を
原

案
ど
お
り
可
決

　
　
3
研
究
報
告
会

　

森
川
・
四
元
・
横
峰
・
1
1
1
”
・
v
’
原
口

　

　
4
研
究
発
表
会

　
　

田
中
’
日
高
（
星
）
鹿
島
・
早
淵

　
　

中
村
（
マ
）
国
分
・
楠
木

　
　
5
指
導
講
話

　
　

イ
田
原
県
指
導
課
長

　
　
　
ロ
荒
田
県
管
理
課
人
事
係
長

　
　
　
ハ
野
村
肝
属
教
育
事
務
所
長

五
、
英
語
暗
諦
会

　
　
1
期
日
　
十
一
月
六
日

　
　
2
出
場
者
四
中
学
か
ら
一
五
名

　
　
3
指
導
者
　
小
原
主
事

　
六
、
弁
へ
㎜
ム
云

　
　
－
㎜
川
日
門
　
十
一
日
川
⊥
ハ
U

　

2
出
場
者
四
4
1
学
か
ら
　
五
名

　
　
3
指
導
者
川
淵
主
事

七
、
音
楽
会

　
　
1
期
日
　
十
｝
月
八
日

　

2
合
旧
四
’
合
奏
1
1
i
’
独
唱
八

　
　

独
奏

三
、
生
徒
創
作
曲
一

　

3
指
導
者
西
鹿
大
助
教
授

　

以
上
の
教
育
行
事
に
は
莫
大
な

経
費
を
要
し
ま
す
が
、
児
竜
生
徒

が

臼
已
の
天
分
に
伸
長
し
て
v
れ

る
こ
と
を
確
信
し
、
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

（教
育
長
　
久
米
美
裕
）

※
追
加
予
算
の
あ
ら
ま
し
、

　

総
額
六
七
七
万
円
で
’
才
出
の

　

お
も
な
も
の
と
し
て
は
、
神
川

　

小
学
校

の
危
険
校
舎
改
築
費
追

　

加

二
三
四
万
円
（
当
初
一
八
〇

　

坪
、
六
教
室
建
築
予
定
の
と
こ

第
六
回

　
　
　
定
例
町
会
議

　

ろ
、
国
庫
補
助
対
喰
と
し
て
二

　

一
〇

坪
の
認
定
を
得

て
’
八
敦

　

宝

二

　
六
坪
を
建
築
す
る
こ
と

　

に

し
た
も
の
で
す
）

　

運
転
式
験
場
整
備

費
五
五
万
円

　

大
根
占
小
宇
由
舘
新
築
費
四
八

　

万

円
、
町
道
各
線
補
修
費
三
七

　

万

円
、
牧
野
改
良
事
業
費
三
四
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i　　秋季全国交通安全運動　　i
　
万
円
、
町
制
三
十
周
年
行
事
閲

　
係
費
二
六
万
川
な
ど
で
、
才
入

　
面
で

は
、
地
方
交
付
税
一
六
四

　
万
円
’
町
税
九
二
万
円
（
う
ち

　
た
ば

こ
消
費
税
四
四
万
川
｝

　
国

庫

支
出
金
七
六
万
円
、
県
支

　
£
〈
g
山
ハ
一
二
万
川
口
、
　
繰
肺
題
／
i
’
“
川
門

　
万
円
、
寄
附
金
二
五
万
円
（
大

　
小
宇
川
舘
建
設
寄
附
）
町
債
l

　
八
〇
万

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

　
す
。

※
油
川

中

学
校

P
T
A
か
ら
杭
出

　
さ
れ
た
校
地
拡
張
に
つ
い
て
の

　
陳
情
、
を
総
務
委
〔
六
六
付
託

※
両
根
占
土
地
改
s
区
か
ら
桓
出

　

さ
れ
た
大
根
占
水
川
区
画
整
珊

　
事

業
に
対
す
る
助
成
方
の
陳
情

　
を
経
済
委
員
会
に
付
託

ムラグ口

式会開

四三ニー

開一一国入

会同旗場
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言　揚

七六写
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出
場
者
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西
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⊥
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落
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役
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宿
利
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交

安
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中
介
オ

万
冥
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三
ス
ゲ

！
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徒
歩
徒
歩
遊
戯

目

び
っ
く
り
も
っ
く
り

仲
よ
し
万
国
旗

ス
プ

ン

リ
レ
ー
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供
の
こ

ろ

校
区
対
抗
リ
レ
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遊
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集
か
か
る
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リ
レ
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遊
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が
し

ま
あ
ス
テ
キ
日

ス

エ
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旗
降
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来
賓
挨
1
0
　
五
万
才
三
唱

111　g
例
△
K
挨
拶
　
　
　
六
　
　
l
同
礼

老
人
　
「
あ
や
か
り
た
い
も
の
」
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責
任
者

五五四五四四四五五五五十五
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吉
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兀
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備
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校
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女
生
徒

各
校
三
名

各
校
三
名

各
七
人

各
十
人
　
一
〇
〇
米

各

五
人

各
四
人
ベ
ス
ト
メ
ソ
パ
ー

分
団

五
人
出
場

各
五
人
　
四
校
区
対
抗

各
課
四
人
　
ペ
ス
ト
メ
ン
パ
ー

各
校
区
十
人
　
服
装
競
技

校
区

五
人
出
場

四
年
以

上
女
子
一
〇
〇
五
六
年
9
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～
二
〇
〇
米
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十
人
前
後

校
区
四
人
　
一
〇
〇
米

賠
い
反
P
‥
ハ
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』
ハ
O
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飛
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〇
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般
飛
入
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観
迎
す
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艮
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四
名
四
〇
〇
米
リ
レ
L

ベ
ス

ト
メ
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パ
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四
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〇
〇
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レ
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郡
共
進
会
で

　
　
1
＝
”
m
”
’
迫
　
森

　
町

の
総
合
畜
産
品
評
会
は
’
九

月
七
日
家
畜
巾
場
で
行
な
わ
れ
、

和

牛
校
区
別
採
点
で
は
昨
年
に
ひ

き
つ
づ
き
神
川
校
区
が
優
肪
し
ま

し
た
。
箸
査
の
結
果

　

「
牛

の

質
、
は
と
も
に
拘
っ
て

　
き
た
が
今
後
は
経
営
と
の
つ
な

　
が

り
を
よ
く
考
え
、
牛
の
価
格

　
が
、
な
ぜ
他
町
よ
り
安
い
の
か

　

よ
く
研
究
し
、
資
質
の
向
上
に

　
も
う
少
し
努
力
し
て
ほ
し
い
」

　

と
指
摘
さ
れ
t
飼
育
者
、
関
係

者

の
い

ま
一
そ
う
の
努
力
が
要
望

さ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

和
牛
1
部
（
十
二
か
月
ま
で
）

　
　
　
き
く
ひ
め
　
　
迫
　
森
秀

一
等

〃〃二
等

〃〃〃〃111sc
〃〃〃

　
し
ら
さ
か

〃〃〃

き
み
よ
し

ふ
く
え
い

第
一
み
ど
り

り
え
い

ま
き
え
い

郁
五
す
み
れ

き
よ
は
な

み
ま
ち

ゆ
き
ひ
め

に

し
き

み
や
こ

み
ち
よ

つ
る
ま
き

え
い
こ
う

　
r
t

な
つ
き
よ

一
等
入
賞
1
ー
一

秀
さ
ん
の
r
き
く
ひ
め
号
L

岸
本
秀
一

徳
永
好
彦

吉
村
秀
夫

有
馬
繁
彦

牧

田
徳
蔵

山

崎
行
夫

　
大
久
保
友
吉

　
　
遊
再
清
治

　
　
鳥
越
光
弘

　
　
中
馬
達
哉

　
　
真
茅
盛
三

旦つ
　
抽
川
迫
利
戸
、

　
　
木
下
辰

二

　
　
六
反

田
栄

　
　
手
ッ
司
　
　
η
日

　
　
ホ
D
　
　
日

和
牛

二
部
（
」
三
か
月
力
ら

　
　
　
　
　

r
六
か
月
ま
で
）

一

等

　
さ
カ
も
り
堀
之
内
九
二
川

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
τ
ド
司
・
．
、

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
イ
」
　
τ
戊

〃

　

さ
か
え
四
り
　
諏
訪
原
洋
幸

二
等

　
ふ
く
み
っ
　
　
番
園
睦
即

〃

　
　

み
ち

　
　
　
鬼
ケ
T
原
治
梢
一

〃

　
　
第
l
ま
さ
は
る

　
　
　
　
　
　
　

有
村
助
太
郎

〃

　
　
ひ
ろ
み

ρ

　
　
ま
さ
ひ
め

三
等
　
入
の
る

〃

　
　
ひ
め
つ
ぐ

　
　
　
、
　
　
b

〃

　
　
　
し
く
w
べ

〃

　
き
よ
さ
た
三
け

〃

　
　
は
つ
し
お

〃

　
　
か
ず
み

〃

　
　
し
の
ぶ

〃

　
　
V
、
り
ひ
め
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和
牛
三

部
〔
十
L
か
月
か
ら

　
　
　
　
　

二
十

四

か
月
ま
で
）

一
等

　
ま
き
と
り
｝
号
満
留
広
犬

〃

　
　
か
ね
こ

　
　

永

田
繁
彦

〃

　
　
た
け
お

　
　

山

崎
行
た

二
等
　
ま
る
ひ
め
　
　
笑
喜
政
央
、
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ま
さ
こ

き
よ
な

ゆ
き
な

㊦
一
ひ
ろ
こ

え
み
よ

え
い
じ
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二
さ
ち

よ
し
は
る

横前rk
山　」叩　zli

パ1’t；｝・’万

巳舗日竃
川・．，Lこ1［il（tr・　に

よ
し
た
ろ
う
上
鶴
吉
太
川

ゆ
た

か

　
　
川
　
　
初

外

和
牛
四

部
（
二
十
四
か
月
以
ヒ
）

［
等

〃〃〃〃T
：
汀
±
L

［
　
i
　
k
’
．

〃三
勺

〃〃〃〃〃〃〃〃肉
牛

み

や
し
ま
　
　
徳
永
万
吉

や

ま
ひ
か
り
押
領
司
才
蔵

と
き
す
え
ぎ
く

、
　
A
f
　
c
t

し
’
カ
ー
オ

た

つ
み

と
く
ひ
め

か

つ
え

I
J
カ
・
ソ

ー
な
か
は
る

と
め
い
そ
わ
き

ヘ
　
　
コ
　
ア

し
噺
　
i
し
　
f
S

も
り
ゆ
き
ひ
め

き
よ
ひ
め

第
二
み
る

え
つ
ひ
め

ま
さ
第
二
み
ね

て

つ
み

た

つ
き

去
勢

一
等

若
桜

牝
牛

［
等

　’）

西

北 　
占
心
K
卜
‘
む

　
〆
f
、
ノ
　
一
　
ー

　
L
L
ド
h
‖
～
1

　
　
　
乱
不
呼

，
に
ば
r
l
L
．
ン
一
吻

r
．
，
r
　
－
z
：
’
c
上

　
苗
園
ぽ
把

命
川
使
兵
恒

　
・
．
r
　
　
ノ
ー
・
」

　
　
ー
　
垢
‘
〃
r

　
免
叶
、
正
文

　
　
4
・
．
L
．
ら
I
j

　
磯
．
脇
末
治

　
－
－
ノ
パ
節
P

　
森
揃
　
茂

　
亦
石
益
夫

　
東
元
信
夫

　
下
園
末
吉

永
田
喜
次
郎

松

原
喜
之
助

　
小
川
攻
志

厚
ケ

瀬
福
蔵

　
中
馬
達
矢

h
∵
日
一
毛
仁
ー

三州バス＝
乗入り実現

＝

－
毛

　
”
”
x
大

※
杓
牛
校
区
別
成
砧

二
等

き
く

〃

　
　
す
え

三
等
　
も
り

〃

　
　
う
め

”　
E
x
り

　
　
　
レ

豚
　
一
等

一
位
　
制
　
ハ

ニ
〃

　
宿
利
原

三
　
　
大
根
占

四
〃

　
池
　
田

　
川

中
清
文

六
反
川

川
造

　
入
佐
　
去
、

　
新
原
．
辰
夫
、

　
ド
園
良
夫
、

松
延

ふ
じ
よ

v
り
さ
か
　
　
六
反
川
栄
　
　
◎
肝
付
畜
産
共
進
会
は
、

　　秋の味覚
「バシヨウカジキ」豊漁

　

「
秋
の
峠
覚
」
と
い

え
ば
’
か
き
、
く
り
な

ど
山
の
幸
、
果
物
な
ど

の
ほ

か
、
上
万
で
は
「

’
秋
刀
魚
（
さ
ん
ま
）
」

を
連
想
し
ま
す
。

　

こ

の

地

方
で
は
、
あ

い

k
J
　
v
r
さ
ん
ま
」
が
と

れ
ま
せ
ん
が
、
稲
穂
が

首
を
た
れ
る
こ
ろ
「
へ

う
お
」
の
吐
が
．
帯
で

す
。　

「
へ
・

り
お
、
　
（
ば
し

ょ
う
か
じ
き
）
」
は
、

こ

と
し
、
列
年
に
な
い

牲
漁
で
、
値
だ
ん
も
例

年

よ
り
安
い
よ
う
で
す

ノ
L
）
1

一
　　Vil　ンk　　プミ

八　一七　（．）　・il

／K　fK　（）　ili

　　　　　　　　点、

本
町
で
は
約
六
の
統
の
あ
み
川
が

連

日
川
漁
し
、
多
い
比
は
六
〇
本

以
上
も
水
揚
げ
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
町
漁
協
で
は
’
十
1
月

の

「
え
び
す
祭
」
に
最
高
水
拐
を

あ
げ
た
人

に
慢
勝
原
を
や
る
こ
と

に

し
て
い
る
の
で
、
業
者
の
肋
み

も
ひ
と
し
お
で
、
俗
に
「
稲
に
・
亦

ヒ
の
の
る
こ
ろ
」
と
い
う
と
お
り

こ
れ
か
ら
が
、
味
も
ぐ
ん
と
お
い

し
く
な
り
ま
す
。

　
本
川
で
と
れ
る
新
鮮
な
川
ぼ
、

　
さ
し
み
に
、
し
よ
う
ゆ
枠
i
に
、

た
く
さ
ん
’
パ
ペ
て
く
だ
さ
い
。

（
写
真
上
、
水
栂
げ
す
る
と
こ
ろ

ト
、
ず
ら
り
と
水
揚
げ
場
に
並
ん

だ

「
ば

し
ょ
う
か
じ
き
」
）

　
宿
利
原
校
区
民
の

待
望．

欠
し
か
っ
た
パ

ス

の
人
16

乗
り
入
れ

が
、
川
区
住
民
の
頚
川

意

と
’
川
！
係
者
の
努

り
．
e
じ
、
見
、
　
十
」
，

　
　
r
　
　
’
　
　
．
」
　
　
　
　
　
　
▲
　
　
一

　
v
．
）
　
’
・
A
．
　
4
　
’
：
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
1
．
S
．
　
r
1
　
：
入
　
．
，
i
x
H

　
　
　
　
　
一
防

　
　
　
：
V
／
－
T
：
予
く
．
L
’
：
：
t
1
ト
な

　
μ
川
ー
リ
メ
算
戊
イ
、
L

の
制
｛
“
　
k
）
と
も
な
い

一、
一
月
町
議
会
で
、
町

坊
雛
、
会
議
条
例
、
溌
、

書

対
策
本
部
条
例
が

ト
じ
、
二
十
八
両
日
鹿
屋
市
家
畜

市
場
で
行
な
わ
れ
、
そ
の
成
絹
は

次

の

と
お
り
で
し
た
。

和
牛
一
部

一
等

き
く
ひ
め

二
等

　
り
え
い

〃

　
　
き
み
よ
し

一．
．

導
　
ま
き
え
い

和
牛
二
部

二
専
　
第

迫

盛
秀

有
馬

繁
彦

岸
本
秀
一

文
日
貯
い
ぷ

4
1
’
ノ
じ
　
h

　
　
　
　
一
ま
さ
は
る

　
　
　
　
　
　
　

有
村
助
太
郎

三
等

　
な
つ
き
よ
　
W
ド
利
夫

〃

　

さ
か
も
り
　
堀
∴
内
九
二
川

和
牛
三
部

二

等
さ
つ
き
一
　
鬼
ケ
原
精
一

〆

日
開
通
、
当
日
現
地
で
そ
の
開
通

式

と
祝
賀
会
が
2
8
大
に
「
汀
な
わ
れ

ま
し
た
。

（
写
真
は
、
一
番
パ
ス
を
観
迎
す

る
大
尾
部
落
の
人
々
）

に

万

全

災
会
議
二
氾
足

　

制
定
さ
れ
ま
し
た
か
、
そ
の
第
．

　

回

防
災
令
．
議
か
七
月
二
十
九
日
、

　
議

申
堂
で
開
か
れ
、
町
の
防
災
計

　

画
に
つ
い
て
審
議
決
定
し
ま
し
た

　
防
躯
．
計
画
は
、
非
常
災
害
の
発
生

〃

　
　
た

け
お

　
　

山

崎
行
夫

〃

　
　

ま
る
ひ
め
　
　
笑
喜
正
夫

〃

　
　

ま
き
と
り
一
　
満
留
広
男

三
等

　
ま
さ
ご
　
　
　
坂
下
6
8
三

和
牛
四
部

二
等

　
み
や

し
ま
　
　
徳
永
万
吉

〃

　
　
や

ま
ひ
か
り
押
領
司
オ
蔵

　
　
な

お
、
農
協
別
対
抗
成
績
で

は
一
位
佐
多
．
二
位
M
占
、
三
位

大
姶
良
、
神
川
農
協
は
六
位
、
大

根
占
農
協
十
一
位
、
田
代
十
二
位

で
し
た
。

（写
真
は
、
郡
共
進
ム
一
、
和
牛
一
部

で
一
等
入
賞
の
迫
森
扮
氏
き
く
ひ

め
川
2

ぱ
大
根
占
営
業
所
発

　
七
時

二

G
分

　
＝
二
時
二
五
分

一
七
時
四

〇
分

大
尾
発

　
‥
ハ
時
四
o
分
　
　
1
二
時
四
…
几
分

．

七
時

○
○
分

に
際
し
、
町
、
作
主
．
小
、
そ
の
他
の

官

公
習
な
ら
び
に
交
通
機
関
、
消

防
団

な
ど
の
協
力
体
制
を
整
え
る

の

が
お
も
な
目
的
で
’
内
容
は
、

恕
織
動
員
計
画
、
通
信
情
報
川
画

食
糧
供
給
、
衣
料
生
活
必
需
口
田
の

調
達
供
給
、
給
水
、
応
急
仮
設
住

宅

の
建

設
、
輸
送
、
労
務
の
供
給

防
疫
、
医
療
助
産
、
交
通
対
策
、

水
防
、
障
害
物
の
除
去
、
自
衛
隊

の
派
遺
要

請

な
ど
一
九
項
、
七
o

ペ

ー
ジ
に
及
ぶ
ぽ
う
大
な
も
の
で

す

が
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
ま
た

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

な
お
委
員
は
、
官
公
署
長
、
三
州

パ

ス
、
九
州
電
力
の
代
表
者
等
十

人

で
、
会
長
に
坂
元
町
長
が
就
任

し
ま
し
た
。

・・ 笹原、丘下に牧野改良事業実施・・

　
国

や
県
で
は
牧
野
改
良

事
業
を
授
、
励
し
、
本
町
で

は
昨
年
平
十
7
1
で
約
三
・

○

ヘ

ク
タ
ー
ル
の
牧
野
改

良
を
行
い
放
牧
ま
で
し
て

い

ま
す
が
、
こ
と
し
も
ま

た

巳
下
で
約
一
・
七
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
笹
原
で
1
’
o

ヘ

ク
タ
ー
ル
の
事
業
を
地

区

の
和
牛
グ

ル

ー
プ
で
実

施

す

る
こ
と
に
な
り
、
既

に

県
の
認
可
も
き
て
’
今

開
こ
ん
の
池
備
を
す
す
め

て

い

ま
す
。
草
の
種
類
は

七
種

類
の
穐
r
を
ま
ぜ
て

ま
き
、
来
年
三
月
ご
ろ
は

兄
ち
が
え
る
ほ
ど
の
牧
草

地
と
な
る
こ
と
で
し
ナ
う

　
種
子

ま
き
は
大
体
十
月

の

二
十

二
、
三
H
ご
ろ
の

予
定
で
す
。
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三

な
い
運
動
で

　
　

郷
土
を
美
し
く
し
よ
う

　

コ
ニ
な
い
運
動
」
と
は
「
ち
ら

さ
な
い
」
　
「
よ
ご
さ
な
い
」
　
「
こ

わ
さ
な
い
」
と
い
う
郷
土
を
工
、
し

く
明
る
く
し
よ
う
と
す
る
県
民
運

動
で
す
。

　
家
庭
で
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
生

活
の
中
で
こ
の
運
動
が
力
強
く
碓

進

さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
．

宿
利
原
振
興
会
て

　

成

人

学

級
を
開
設

　

「
白
勺
や
婦
人
に
負
け
じ
、
お

い

ど
ん
も
勉
強
し
よ
う
」
県
卜
各

地
で
男
．
ー
川
年
屑
の
学
習
が
は
じ

め

ら
れ
て
い
る
が
本
町
で
も
振
興

会
が
成

人
字
級
を
開
没
し
て
話
題

に
な
っ
て
い
る
。

．
そ
れ
は
宿
利
原
枚
区
振
興
会
・

（
会
長
落
河
昭
氏
）
で
、
今
回
新

た
に
部

制
を
し
き
、
総
務
部
、
経

済

部
、
ヒ
木
部
、
叉
化
部
を
け
け

男
．
仁
成
人
」
織
は
そ
の
久
化
川
の

事
業
と
し
て
d
画
し
た
も
の

　
学
級
坐
は
弧
興
、
会
会
U
全
山
で

光
、
質
的
な
心
区
の
リ
“
ダ
ー
格
、

幹

部
目
か
ら
ま
ず
’
研
修
し
て
問

題
解
決
に
と
り
組
も
う
と
い
う
わ

r
o
　
し
た
が
っ
て
字
習
内
石
も
，
ふ
庭

右
済
の
振
哺
、
と
校
区
の
振
附
、
に
白

法
民
襲
窪
刃

凛
完
メ
蕊
ぶ
ゴ
ぼ
パ
玲
穗

．

°

．

°い

撒
゜
°
夕
・
：
°
’
i
－
－
　
－
．
；
－
－
　
－
：
：

粘
さ
せ
、
巾
民
円
の
向
L
に
巾
占

を

お
き
、
お
た
が
い
の
ち
え
と
，
：
．

訳
を
集
め
て
晶
し
あ
い
、
川
修
し

よ
う
と
い
う
も
の
。
開
講
式
を
九

月
－
i
1
＝
に
げ
な
い
、
毎
u
一
回

以
ヒ
｛
　
x
p
t
l
t
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

r
白
ゆ
リ
会
一
に
き
ま
る

　
　
　

壱
崎
親
子
会

の
名
前

　
こ

だ
ま
A
．
一
、
こ
ば
こ
会
、
や
ま

び
こ

会
、
あ
け
ぼ
の
会
　
　
等
々

各
地
に
視
～
会
が
生
ま
れ
、
占
発

な
沽
勒
を
つ
叉
け
て
い
る
こ
と
は

凸
少
勺
の
健
全
な
育
成
の
た
め
に

冑
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
八
月
卜

五
11

ま
た
勅
し
く
「
白
ゆ
り
会
」

か
発
足
、
運
動
の
仲
間
入
り
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
－
し
崎
親
～
会
は
川
年
の
几
月
’

児
・
甲
生
礼
五
十
一
名
、
視
二
十
h

名

で
鮎
成
、
毎
1
1
一
回
会
へ
口
か
開

い
て
、

　
一
、
・
出
’
臼
の
発
λ
ハ

　

ニ
、
努
月
蟄
項
の
尺
川
日

　
一
．
、
そ
の
川
の
努
力
h
項
い
決

　

　

　

足

　

四
、
力
b
の
検
い

　
な
戸

山

し
あ
い
、
品
話
W
き
い

た

り
’
ヶ
－
ム
苗
ぴ
や
レ
ク
レ
ー

ノ
司

ン

な
と
を
取
り
入
れ
て
、
た

の

し
い
会
を
つ
c
け
て
い
る
が
ち

ー
う
ど
一
年
目
の
八
＝
、
み
ん
な

の

投
票
と
話
し
あ
い
で
’
　
r
白
ゆ

り
会
L
と
決
め
、
漸
し
く
発
足
し

た
も
の
。

○
　
プ
ロ
パ
ン
カ
ス
の
特
長

　
プ
ロ
パ
ン
カ
ス
け
、
　
ま
き
や
灰

の

三
侶
も
の
高
い
欧
、
旦
を
出
し
、

中
心
の
厄
険
も
な
く
．
ガ
ス
杁
で

㍗
気
よ
り
も
÷
い
か
、
川
㎞
さ
れ

て

准
杁

に
な
る
と
水
よ
り
も
：
く

な
り
、
智
器
に
つ

め
て

持
ち
i
ひ
が

で
き
る
便
利
な
燃

料
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
九
全

に
燃

や
す
に
は
、

砧桐

二
寸
右
旧
の
仁
気

が

㊤
嬰
で
、
空
気

d
の
調
幣
を
じ
ょ

す

に

3
5
・
ら
な
い
と

ト
冗
ト
燃
眈
を
起

こ
し
や
す
く
、
ま

た

君
川
が
や
や
n
く
つ
く
の
が
苅

凸
、
て
あ
る
。

　

カ
ス
揃
れ
に
気
づ
か
ず
に
マ
ノ

チ

を

す

る
と
危
険
だ
か
ら
、
と
き

ど

き
ガ
ス
漏
れ
の
検
W
を
し
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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　’之川とrん風1日

　支目は上1、に、防風hlも甲目に

メ㌢備する．

？1」剛口てか”“りましよ1

o

o

は
屋

外

の
風
通
し
の
よ
い
、
北
向

き
の
日
い
の
台
の
ヒ
に
の
せ
て
お

く
と
よ
い
。

　
火
力
は
中
火
に
し
て
、
日
立
っ

た

ら
手
ま
め
に
火
を
細
く
す
る
と

粁
済
的
で
あ
る
。
ゴ
ム
竹
に
は
安
　

全
パ
ン
ド
を
し
て
、
動
か
ぬ
よ
う
・

に

す
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
｝

O
　
電
気
製
品
の
電
気
料
　
　
　
－

　
家

庭

電
化
の
普
及
に
つ
れ
て
、

雷
気
代
も
か
さ
ん
で
く
る
が
、
お
｝

も
な
電
気
製
品
の
福
気
代
を
さ
ぐ
s

e
v
み

る
・
次
の
・
お
り
e
　
（

　
氾
気
山
た
く
機
の
一
回
の
洗
た
一

く
什
け
一
・
五
キ
ロ
グ
ム
は
、
五
一

人

家
族
の
約
一
日
分
の
淡
た
く
も

お
一
知
．
騒
ぜ
〔
板
∵

◎
総
理
府
恩
給
局
か

　
　
　
　

移
転
し
ま
す

　
総

理
府
恩
給
局
の
庁
舎
が
、
国

一

会
周
辺
の
筆
急
幣
備
計
呵
で
、
泉

L
　
：
r
6
　
E
千
代
川
区
口
閥
ケ
関
ニ
ー
口
二

．

番
地

か
ら

　
東
山
爪
都
新
債
区
‥
巾
ケ
谷

　
　
本
村
町
一
五
番
地
に

戸

几
大
ぱ

省
川
刷
局
跡
、
厚
坐
省

　
　
援
局
市
ケ
谷
臼
舎
の
隣
り
）

　
　
　
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

r
月
寸
H
ご
ろ
カ
ら
移
転
し
ま
す

（
目
冶
省
入
臣
B
房
父
ぶ
広
報
訳
）

の
で

こ
れ
が
寸
五
分
で
水
洗
ま
で
・
◎
み
か
ん
の
山
木

冗

了
で
き
る
と
み
て
、
四
斗
銭
の

は
気
代
o
冷
戚
伸
は
、
内
祁
の
品

度
を
抽
氏
五
度
、
朋
後
に
保
つ
と
一

日
の
電
気
料
十
円
秤
度
。
水
を
作

る
と
二
、
三
円
高
く
な
る
。

　
⌒
屯
気
月
一
戸
ポ
ソ
プ
は
、
　
一
晒
間

は
約
八

百
リ
ソ
ト
ル
の
水
を
く
み

あ

げ

る
こ
と
が
で
き
て
、
電
気
代

は
一
か
r
に
し
て
六
寸
円
。
電
気

ア

イ
ロ
ノ
は
、
三
卜
分
て
ワ
イ
シ

f
ノ
ニ
、
三
枚
か
け
る
と
す
る
と

　
U
当
り
の
帽
気
判
七
i
銭
。
テ

レ

ヒ
は
一
日
＾
時
間
み
る
と
八
円

二

ー
武
の
小
気
川
と
な
C
。

○

紀
核
の
感
染
と
発
柄

　

肋
袖
杜
の
感
染
は
、
慰
呂
の
ツ

パ

に

よ
る
祥
日
L
染
か
ほ
と
ん
ど

で
、
体
内
に
は
い
っ
た
m
に
体
力

か
臼
け
た
場
合
に
発
病
す
る
。

　

発
柄
は
、
菌
に
戊
・
染
し
て
す
く

発
柄
す
る
場
合
と
、
感
染
し
て
か

ら
か
な
り
た
っ
て
発
病
す
る
場
合

と
か
あ
る
。
借
杜
に
感
染
し
て
い

る
レ
n
は
仁
川
民
の
ー
ハ
川
と
い
わ
れ

ノ
ペ
リ
ク
リ
／
民
応
で
陽
川
の
場

合
が
そ
う
で
あ
る
。
秋
U
に
川
・
者

か

る
く
な
る
の
け
、
夏
の
疲
れ
と

季

川
の

足
化
に
よ
り
’
体
力
か
展

え
、
菌
の
パ
ー
，
舶
に
絶
好
な
条
件
と

な
る
か
ら
で
あ
る
。

・

　
十
l
月
ヒ
句
に
配
付
の
予
定
、

仮

柏
床
や
、
定
抽
の
7
0
備
を
｝
目

に
す
す
め
て
く
た
さ
い
。

　
石
灰

硫
苗
、
合
剤
八
十
化
波
を
散

布
し
て
v
た
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
大
根
占
農
協
）

◎
澱
粉
の
操

業
開
始

　

亡
費
八
C
C
万
円
で
火
力
乾
保

機
な
ど
損
新
式
八
“
備
を
整
備
、
す

で
に
操
業
を
始
め
ま
し
た
。

　
か
ん

し
ー
は
、
農
協
の
澱
粉
r

場
へ
、
処
押
龍
力
四
〇
〇
〇
ト
ン

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
仲
川
氾
協
）

◎
水

陸
稲
の
1
ー
ハ
済
胡
台
は
今
月
中

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
品

年
度

末
口
の
あ
る
人
は
、
各

稲
農
汀
物
の
販
尭
代
’
t
－
の
人
る
局

期
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
川

期
に
ぜ
ひ
納
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
三
十
七
年

度
の
水
陸
川
被
害
f

の
支
払

い
を

し
て
い
ま
す
。
掛
†

を
納

め

て
、
初
害
令
も
が
け
て
く

た
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
農
ガ
日
ハ
済
絹
’
、
口
）

◎
大
川
r
ト
ラ
ク
タ
ー
の
巾
、
し
込
み

利
崩
7
1
は
’
＝
々
ふ
え
て
い
ま
す
が

ま
ち
く
で
d
画
的
な
利
用
が
で

き
ま
せ
ん
。

＼

　

も
よ
り
の
柑
卍
去
U
を
両
じ
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎

南
米
は
、
ひ
ろ
い
く
聾
か
な

パ
土
、
日
分
の
力
を
十
分
に
弁
吋

し
て
無
限
に
の
び
る
新
人
地
で
す

d
か
実
と
な
り
、
U
が
：
、
現
す
る

南
米
ノ

　
海
外
1
8
仕
＾
の
こ
桐
パ
は
ジ
済
ぷ

か
、
県
の
海
外
協
会
へ

　

　

　

　

　

　

　
　
（
程
済
川
）

小

型
特
殊
自
動
車
の

噴
務
取
扱
い
は
役
場
で
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
16

路

運
送
中
軸
・
法
の
一
肺
を
改

1
1
す
る
法
川
が
公
布
さ
れ
、
昭
和

三
十
八

年
十
月
十
五
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
小
型
特
殊
へ

日
動
市
は
、
原
動
機
付
目
転
屯
と
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

同
じ
よ
う
に
、
そ
の
運
行
に
っ
い
　

て

陸
運
局

長
に
対
す
る
使
用
の
届
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

べ

出
等
の
必
要
が
な
い
こ
と
と
さ
れ
ー

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

従
・
て
r
小
型
特
殊
目
動
市
し

対
す
る
届
出
か
ら
課
税
に
つ
い
て
’

の
申
化
辞
の
受
理
、
標
ぷ
の
．
父
日

的
は
、
い
接
役
場
で
や
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
　
　
　
　
（
税
務
裸
）

十

月
は
国
民
年
金
掛
金

を
納
め
る
月
て
す

　
七
、
八
、
九
の
＝
ケ
月
分
は
、
　
．

早
目
に
納
け
し
て
v
た
さ
い
。

　
免

瞬
川
，
／
を
さ
れ
る
人
も
、
早

v
そ
の
下
続
き
を
し
て
v
た
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
民
、
1
課
）

◎

訂
　
1
1

　
，
川
月
‘
：
で
お
知
ら
せ
し
た
、
改

築
後
の
力
舎
配
ぱ
図
の
う
ち
い
ー
－
済

訳

と
ー
乍
謝
が
そ
の
後
’
い
れ
か

わ

り
　
ヒ
木
川
山
が
情
巾
三
側
の
入

口

近

く
に
、
拶
業
左
貝
会
と
、
経

済
W
振
声
係
か
、
・
付
合
所
側
に
移

動
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

●
・

1
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甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ

　
記

事

訂

正

　
ペ
ー
ジ

町

制
三
〇
周
年
記
念
行
事
の
記
事
中

　

「
七
，
ピ
．
日

　
　
◎
慰
霊
祭
：
・
・
」
は

　

「
七
八．

印

　

　

◎

慰

霊

祭

」

…
…
…
…
に
訂
正

　

「
＋
．
八
注

　
　
◎
町
民
大
運
動
会
　
・
・
　
は

　
「．

＋．

九
．
庄

　

　
◎

町

民

大

運

動

会
」
…
…
…
に
訂
正

二

ペ

ー
ジ

議
会
だ
よ
り
の
　
見
出
し

　

F
第
六
回
定
例
町
．
会
議
」
は

　

F
第
六
回
定
例
町
議
会
L
…
…
－
に
訂
正

三

べ

ー
ジ

　
「
三
州
バ
ス

　

　
大

尾

乗
入

り
実
現
」
の
見
出
し
は

　

コ
ニ
州
バ
ス

　
　
大
尾
乗
鵬
．
入
耽
実
現
L
…
・
…
・
に
訂
正


